






要約 

中鎖脂肪(MCT:Medium Chain Triglyceride)は長鎖脂肪(LCT:Long Chain Triglyceride)に

比べて加水分解が早く胆汁酸プールの少ない極小未熟児においても有効に吸収利用される。

これまで我々は安定同位元素13C で標識したトリオクタノインを用いて呼気テストを行い

約 60a5 と言う極小未熟児における中鎖脂肪の良好な利用率を認めている。MCT は生体内で

はω酸化をうけやすくジカルボン酸尿症を呈すことが知られている。そこで MCT を 3g/㎏

/day投与し尿中のジカルボン酸をガスクロマトグラフィーにて測定したところMCT投与群

に有意な高値を認めた。しかしジカルボン酸としての尿中への損失は 0.3%と僅かであり,

酸性血症等の副作用も認めずβ酸化酵素欠損症等の脂質代謝異常症の診断を見落とし安い

事以外は特に問題ないことが考察された。 


